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大豆集出荷機構と中間諸経費

－岩手県産大豆の事例－

掘　　籠

（東　北　農　試）

岩手県塵大豆の商品化率は約40％であって，その義は

1万6千屯弱である．そのうち単協集荷は28％，県連集

荷が17％であって，未だ農協利用率は低く，流通の大部

分は商人が担当している．商人の集出荷組鰍は，現地貫

付人（買千・背負子）・現地仲買雑穀商・移出雑穀商（地

方問屋）に系列化され，競争的並行関係が存在する．こ

れらの性格及び取引方法については，会場の報告で意を

尽したことにして省略し，報告の後半である中間経費の

問題をここに記述する．

×　　　　　×　　　　　×

消費地市場での銘柄別価格水準の差は第1表に見られ

る．岩手ものが国内産では最下位に形成されている．こ

の消費地価格から，中間諸経費を差引いたものが，産地

良家庭先価格となる訳だが．現実には各段階で思惑が加

わることはもちろんである．岩手ものの流通段階別価格

水準差は第2蓑の如くであって，この差を一応それぞれ

のマージン部分と見なすことができる．つまり移出商の

それは大凡消費地卸売価格の3～4％，俵当り100円前後

第1表　消費地における銘柄別大豆相場
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第2表　流通段階別価格水準（32年）
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備考：句別価格統計を算術平均したもの．

であって，農協利用の全販30円，県連70円の手数料と時々

一致している．仲買商のそれは約2％で，俵当り60～80

円であって，これも単協の手数料部分に見合っている．

更に消費地相場に対して産地相場の変動率が低いように

思われているが，第3表に見られるようにそれは必らず

しも検出されない．以上のマージン部分を純粋流通費

用．つまり売買の費用として見れば．他の機能を果す費

用がある訳で，それを科学的に分離し検出する程の厳密

な資料はないが，営業の特性を反映して大凡の試算をし

たものが第4表であった，1が移H商，2が仲買商のそれで

ある．説明しないとわかり憎い表であるが，大まかにい

うならば次の如くなろう．つまり俵当り市場価格3，150

円とすれば，移出商の経費100円，利益部分100円，仲買

商経費150円，利益部分50円，買付人手数料50円，合せて

450円，これが平均的中間経費と見ることは，現実に近

第3表　流通段階別価格変動率（32年）
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いと思われる．従って農家庭先価格は2，700円程度とい

うことになる．しかも注意すべきことは，以上の利益部

分からは店員俸給・帳簿費用・倉庫償却・荷為替割引・

借入金利子などが支払われる性質のものであるというこ

とである．更にまた仲買商段階では，運搬労働も含めて

ほとんどが，家族従業員で行われ　その労賃部分にも相

当するものだということである．

第4表2　流通諸経費試算
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備考：Yの（）は問屋までを小口貨物で送った場合

のものである．
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以上の中間諸経費をもって，商人の暴利ということは

妥当でない．農協利用による経費と時々同散である．従

って大豆流通での農協の機能を「アイヌ取引」の排除と

して意義づけることは無意味に近く，農協共販は正しい

格付け・標準化・近代的大歳流通の方向へ硫極的な機能

を果すよう条件をつくり上げなければならないし，そう

でない限り共販自体が進展しないということになる．

動力耕転機の経営的意義

鈴　　木　　愛　　徳

（東北農訳）

1．課題の目的と限定

今次大戦中萌芽的にみられた耕転機が，戦後激増して

31年12月すでに東北において1万9千台に達している．

しかも，それが地娩紬こ集中する傾向にあって，秋汗い

山形の2県でその63％を占めている．このように増加し

つつある耕転機が家族労作経営といわれる農家にとって

どのようなる意義をもっかな明らかにするのであるが，

桝転鰍は地域や経営形態が違うと経営的意義もまた違っ

ているものと考えられるので，ここでは個人有が圧倒的

支配を占めるとともに，賃耕を伴っているのが一般的存

在形態である水稲大単作地帯のものに限定した．

2．訊査地概況

調査地は秋山県の仙北平野の中心旧高梨村を選んだ．

耕地は1戸当り1町5反，水田率98％の典型的単作村で

耕地整理は大正の初期に完了し，乾田馬耕も平行的に普

及し戦前は小作率高く，多くの年雇労働に依存し2大経

営が維持されていた．

3．耕転機の導入過程

この村の機械化は昭和初期調製過料こ始まり，戦時段

階に入り脱穀過程に及ぶとともに耕転過料こも及んだ．

戦時中の耕転機は年雇・役馬の絶対的不足の条件下で地

主制衰退過程において，中小地主層の自営強化のために

手作地主及び自作上層島に導入された．それが戦後第1

表に示すように上層農家を中心に普及してきた．初期の

耕転機は材質が悪く故障も多く，しかも原動機は低速の

3．5IPの石油発動機で耕深は浅く，砕土細かく乾土効果

が悪いので25，6年頃までの肥料供給不足の条件下では


